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B. 国内調査② 未来洞察会議
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B-１．調査の概要

【目的】府民の声を聞き「これからの大阪」をともに考える調査として、府民参加型の「未来
洞察型会議」を実施した。

【手法】大阪にまつわる若者と共に共創型会議を実施。事前インプット会にて大阪にまつわ
るデータをインプットし、調査当日は４時間のグループワークを行った。「これから目指したい
大阪」の姿を描き出すワークを行い、そこで出たキーワードをもとに、後日大阪のありたい未
来像を作成した。ワークでは、予想される未来を捉えるのではなく、ありたい姿を描出するた
めのオリジナル手法「未来洞察」を活用した。

時期

場所

参加者

運営

2025/1/21(火) 13:00- 4時間

対面 ＠中之島セントラルタワー

大阪府にゆかりのある大学生、

大阪府府民文化部の皆さま、PJメンバー

博報堂

未来洞察型会議の目的と手法 実施概要

調査手法の詳細

府民・市民と共創する「つくりたい未来の大阪都市像」づくり

【事前インプット会】 【未来洞察型会議当日】

府民と共に「未来の大阪」の理想像を共に描く会議型の調査手法を実施。事前インプット会と当日のワーク会の全２回に分けて、インプットとグループワークを行い、そこで出た
キーワードをもとに、後日大阪のありたい未来像を作成した。大阪府民の声として大学生（大阪在住・大阪の大学に通う大学生）６名にも参加してもらった。

※各STEPのアウトプットに関しては、次頁以降で調査のポイントとして記載した。

大阪府の
「現状」のインプット

ワーク後

STEP０
大阪府の現状整理

STEP１
未来社会を創造

STEP３
2035年版の
特集記事を書く

大阪府のありたい未来像を
整理・作成

参加者に対して、調査１の
デスクリサーチの結果を中心に、
大阪にまつわるデータのインプッ
トを参加者に行った。
また、「未来洞察型会議」に向
けてチームで質の高いアイデア
を出すために関係性を構築す
るための顔あわせ・プロジェクト
の概要の説明も改めて行った。

事前課題を各チームで共
有し、大阪の魅力点・の
びしろ・気になるワードの
３つの島に分類するワー
クを行った。

未来を予測している日
本/海外の様々なレポー
トや科学技術のレポート
から6つの分野に関する
計35のトピックを選定し、
「未来の兆し」のインプッ
トを実施。
未来の兆しのインプットか
らグループで気になるワー
ドを議論し、未来社会の
創造を行った。

アウトプットをより具体化
しやすくするため、「地球
の歩き方大阪編が
2035年版の特集記事
を考える」というテーマの
もと、イラストや特集タイ
トルをつけながらSTEP
２の創りたい未来の大
阪都市像を具体化した。

議論内ででたキーワードをもと
にして、後日大阪のありたい未
来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）を
その後の調査３・調査４にて
受容性を検証した。

STEP２
創りたい未来の

大阪都市像を作成

STEP０で取り組んだ大
阪府の魅力・のびしろ・
気になるワードと、STEP
１で取り組んだ未来社
会の予測を掛け合わせ、
強制発想法で創りたい
未来の大阪都市像のア
イデア発想を行った。その
後、グループ内で未来の
大阪の都市像のブラッ
シュアップを行った。

インプットをへて、事前課題に
て大阪府の観光プランの提案、
大阪府の魅力・のびしろ・イン
プットで気になるワードのピック
アップを中心に記載してもらった。

事前課題の振り出し
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B-２．調査結果のポイント：事前インプット～STEP0大阪の現状整理

STEP0 実際のワーク

事前インプット会にて、大阪にまつわるデータを参加者にインプット。
インプット会をへて、事前課題にて大阪府の観光プランの提案、
大阪府の魅力・のびしろを中心に記載してもらった。

未来洞察型会議当日に事前課題を各チームで共有し、
大阪の魅力点・のびしろ（改善点）・気になるワードの３つの島に分類した。

【事前課題の例】 【当日ワークシート Aチーム】

①あたたかく、親しみやすい大阪人
会議内でのキーワード：都会にも関わらず、人の力（イメージ）が強い、あたたかい人とのふれあいがある、
人も優しい親しみやすい街

②都市と自然が近い
会議内でのキーワード：（意外と）自然がたくさん近くにある、自然と文化の共存

③食の種類が豊富
会議内でのキーワード：商店街、野菜・食の種類が豊富、スパイスカレーが流行

④世界遺産が生まれるほどの文化・歴史がある
会議内でのキーワード：大阪独特の文化（お笑い、方言、人）がある、世界に通じる大阪独自の文化発展

⑤都市としての利便性が高い
会議内でのキーワード：街がコンパクトだから移動が便利、移動がしやすい

⑥まだ知られていない隠れた魅力がある
会議内でのキーワード：隠れたスポットがたくさんあり、自分で発掘する楽しさもある。全世代が日常でエンタメを楽
しめる街。大阪に住んでいる人たちなら知っている隠れた魅力（自然と都市の距離が近い、お笑い以外の文化）
がある

STEP0 大阪府の現状を整理しよう【大阪府の魅力】のまとめ

①大阪観光のイメージが強すぎて、他の選択肢が思いつかない
会議内でのキーワード：大阪観光のイメージが定着しているがゆえに、他の選択肢が思いつかない、観光地の過
剰な宣伝があり、大阪のイメージが固定化している、なんば、道頓堀など大阪のイメージが固定されている

②大阪観光の定番を満喫した後に楽しむ方法がわからない
（リピーターをのばせるポテンシャルがある）

会議内でのキーワード：大阪の定番を味わったことがあるリピーターが楽しめるスポットがわからない（調べ方がわか
らない）

③大阪市外のイメージが希薄
会議内でのキーワード：観光地が市内に集中している、時間をかけてわざわざいって、１日過ごしたい魅力的な場
所が市外に少ない 調べられない、 団体旅行（バスやタクシー）の移動が不便

④大人になったら離れてしまう街
会議内でのキーワード：若者に人気な街ではあるが、裏を返すと大人になったら離れてしまうともとらえられる

STEP0 大阪府の現状を整理しよう【大阪府の伸びしろ】のまとめ
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B-２．調査結果のポイント：STEP1 未来社会を創造

STEP1 実際のワーク

未来の兆しのインプットからグループで気になるワードを議論し、
未来社会の創造を行った。

【当日ワークシート Aチーム】

未来を予測している日本/海外の様々なレポートや科学技術のレ
ポートから6つの分野に関する計35のトピックを選定し、「未来の兆
し」のインプットを実施。

【インプット資料】

未来の兆しのインプットからグループで気になるワードを議論し、
未来社会の創造を行った。

【当日ワークシート Aチーム】

未来を予測している日本/海外の様々なレポートや科学技術のレポートから6
つの分野に関する計35のトピックを選定し、「未来の兆し」のインプットを実施。

【インプット資料】

手ぶらで生活仕事ができる社会

自分の生活・人生が
価値化できる社会

昔からある歴史・文化が今以上に価値になる社会

旅行の目的が従来（食・名所・リラックス）
とは異なる未来

旅と日常がボーダレスになる社会

60代が若手になる社会

あらゆるものが便利になるがゆえに、
時間をかけることが価値となる社会

日常と旅が融合される社会 動く（移動する）理由をあえて
つくるようになる社会

STEP1 「未来の社会」を想像しよう 出てきた意見のまとめ

個人が多くのコミュニティに所属する社会

良い意味でも自己中心的に考えられる社会
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B-２．調査結果のポイント：STEP２創りたい未来の大阪都市像を作成

STEP2 実際のワーク

その後、グループ内で未来の大阪の都市像のブラッシュアップを行った。

【当日ワークシート Aチーム】

STEP０で取り組んだ大阪府の魅力・のびしろ・気になるワードと、STEP
１で取り組んだ未来社会の予測を掛け合わせ、強制発想法で創りたい未
来の大阪都市像のアイデア発想を行った。

【ワーク説明資料】

交流の価値を感じる都市

個人宅に突撃でき、本当のつながりがもてる都市
（作られた観光地だけでない楽しみ方ができる）

自分だけのオリジナルな生活・暮らしを
創造できる都市

文化を体験し、学べる都市

コテコテ大阪人になれる街
（長期滞在で大阪の文化・人となりが学べる旅）

大阪があらゆる人の地元になる都市

創造する都市
行くたびに違うOSAKAが楽しめる都市

自分の好きな大阪・ローカル文化を愛することができ
るコンテンツがある一方で、都会としての大阪が楽しめ
る

STEP2 創りたい未来の大阪都市像を作成 出てきた意見のまとめ
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B-２．調査結果のポイント： STEP3 未来の都市像案「2035年の大阪のガイドブックの制作」

STEP3 実際のワーク

アウトプットをより具体化しやすくするため、「地球の歩き方大阪編が2035年版の特集記事を考える」というテーマのもと、
イラストや特集タイトルをつけながらSTEP２の創りたい未来の大阪都市像を具体化した。

【ワーク説明資料】
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B-２．調査結果のポイント： STEP3 未来の都市像案「2035年の大阪のガイドブックの制作」

STEP3 2035年版の特集記事を書いてみよう（Aチーム） STEP3 2035年版の特集記事を書いてみよう（Bチーム）

STEP3 2035年版の特集記事を書いてみよう（Cチーム） STEP3 2035年版の特集記事を書いてみよう（Dチーム）
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査③・調査④にて受容性を検証した。

【方向性１】
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査３・調査４にて受容性を検証した。

【方向性２】
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査３・調査４にて受容性を検証した。

【方向性３】
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査３・調査４にて受容性を検証した。

【方向性４】
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査３・調査４にて受容性を検証した。

【方向性５】

TM & © 2025 Universal Studios. All rights reserved.
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B-２．調査結果のポイント：大阪の理想の都市像コンセプト

大阪の理想の都市像

デスクリサーチや議論内ででたキーワードをもとにして、後日大阪のありたい未来像を６方向整理・作成した。

６つのコンセプト（方向性）をその後の調査３・調査４にて受容性を検証した。

【方向性６】
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B-３．調査の結果：当日の様子
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B-３．調査の結果：当日の様子（Aチーム）

大阪の現状を整理しよう 未来の社会を想像しよう

創りたい未来の大阪の都市像 2035年の大阪のガイドブックを作ってみよう
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B-３．調査の結果：当日の様子（Bチーム）

大阪の現状を整理しよう 未来の社会を想像しよう

創りたい未来の大阪の都市像 2035年の大阪のガイドブックを作ってみよう
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B-３．調査の結果：当日の様子（Cチーム）

大阪の現状を整理しよう 未来の社会を想像しよう

創りたい未来の大阪の都市像 2035年の大阪のガイドブックを作ってみよう
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B-３．調査の結果：当日の様子（Dチーム）

大阪の現状を整理しよう 未来の社会を想像しよう

創りたい未来の大阪の都市像 2035年の大阪のガイドブックを作ってみよう


